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はじめに
　近年、あらゆる年齢層にわたってスポーツに親し
む人口が増える一方で、過激なトレーニング法や身
体負担の増加などが原因で、スポーツによる外傷・
障害も増加している。外傷・障害を施術対象とする
柔道整復師にとって、スポーツと外傷・障害の関連
を把握することは臨床上、重要である。
　これまでに、中学、高校生のスポーツ外傷・障害
について、その現状把握や対策に関する研究に取り
組んできた 1）が、今回は視点を変えて、柔道整復
師を志そうとするもののスポーツ経験と、スポーツ
外傷・傷害の実態を明らかにしたいと考えた。
　そのなかで、柔道整復に関心の高いグループに特
徴的な知見を得られ、今後の学生教育や、柔道整復
師の職域の理解につながると思われるのでここに紹
介する。
目的
　青少年の健全育成の観点から、高校生を中心とし
たスポーツ経験者のスポーツ外傷・傷害に関する実
態をアンケート調査により把握し、その結果を柔道
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The actual facts of sports injuries in the visitors to the Open Campus events and the students
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Summary：
　We conducted a questionnaire survey of the visitors to the Judo Therapy booth at the Open Campus events and the students 
of the faculty of Judo Therapy. The questionnaire had two main sections: 1） asking whether they have experiences of playing 
sports and sports injuries; and 2） asking whether they were treated at judo therapist’s offices when they were injured.  The 
results show that, out of 160 people surveyed, 158 people (98.74 percent) have an experience of playing sports and 141 people 
(89.24 percent) of those have an experience of sports injuries.  Among them 118 people, who identified the institutions where 
they received the treatment, were asked whether they have been treated at a judo therapist’s office.  The ratio is significantly 
higher than a group of ordinary junior and high school students.  The people surveyed in this study are highly interested in 
judo therapy.  This survey implies that their experiences of sports injuries and the treatment at judo therapist’s offices helped 
to generate their interest in judo therapy.
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整復の臨床や学生教育に反映させ、また、スポーツ
外傷・障害の予防講座などを充実させることで、地
域やスポーツ振興に貢献する。
　今回は、調査対象が本学科オープンキャンパス参
加者および本学科学生であるため、柔道整復に関心
をもつもののプロフィールについて、特に、どのよ
うなきっかけで柔道整復に興味を持つようになった
のかということを、スポーツと外傷・障害経験から
明らかにすることで、今後の学生教育の充実をはか
り、また、柔道整復師の職域の理解につなげること
目的とする。
　なお、この研究は、平成 22 年度、平成 23 年度の
2 カ年にわたる帝京科学大学 教育推進特別研究費
の助成を受けて実施された。
方法と対象
1. 方法と調査項目
　質問紙法による。質問用紙は二神（ 2007 ）1）を
一部改編した。方法は選択回答式、一部自由回答式
で実施した。調査は個人が特定されないように無記
名で行い、実施にあたっては研究の主旨を口頭およ
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び書面で説明し、調査結果は研究のみに使用し回答
者にはなんら不利益をもたらさないことも併せて説
明して同意を得た。
　調査項目は、本人プロフィールとして学年、年齢、
性別、現在行っているスポーツ（部活動）と期間、外傷・
障害の有無、過去に行ったことのあるスポーツ（部活
動）と期間、外傷・障害の有無 などについて質問した。
また、外傷・障害の実態として、現在、または過去に行っ
ているスポーツ中におきた外傷・障害について、①外
傷・障害の種類 を中心に、②外傷・障害の起きた
部位、③外傷・障害の起きた年齢（学年）、④外傷・
障害の治療をした医療機関、⑤外傷・障害が治るま
での期間、⑥外傷・障害が起きたときに部活動を休
んだかどうか、について質問した（ 図 1 ）。
　このうち ①外傷・障害の種類、については、骨折、
脱臼、捻挫、肉離れ、その他 のスポーツ安全協会
図 1　アンケ トー用紙（一部）
59
柔道整復学科学生およびオープンキャンパス参加者のスポーツによる外傷・障害の実態について
で調査を実施している 5 項目 2）に加え、新たに「使
いすぎ」という項目を加えて 6 項目とした。スポー
ツによる損傷は、外傷性のもの（スポーツ外傷）と
使いすぎ overuse によるもの（スポーツ障害）とに
大別される。3）　スポーツ外傷は、急激に大きな力
が骨、軟骨、靭帯、筋肉、腱などに働いて発生する（骨
折、軟部組織の断裂、関節脱臼など）4）。スポーツ
障害は、スポーツ特有の繰り返しの動作による微小
外力が組織に損傷を与えるもの 3）で、スポーツ外傷・
障害の臨床現場ではしばしば遭遇するが、統計とし
てはまだ少なく、これを項目に加えデータを累積す
ることはきわめて意義のあることと思われる。1）
　これらの質問の中から、今回は目的にそって 1. ス
ポーツ経験の有無、経験がある場合はスポーツ種目、
2. スポーツ中の外傷・障害体験の有無、体験がある
場合はその内容、3. 外傷・障害時の接骨院受診率と
して、外傷・障害が起きたときに一度でも柔道整復
の施術施設である接骨院を受診したことがあるかど
うか についてデータを抽出した。
　3. の外傷・障害時の接骨院受診率については、他
の群との比較をカイ二乗検定を用い統計学的に検討
した。
2. 対象と実施期間
　対象は、本学科オープンキャンパス参加者（ OC 
群 ）と本学科学生（ ST 群 ）とした。OC 群は、
平成 22 年度、第 3 回（ 7 月 ）、第 4 回（ 8 月 ）、
第 5 回（ 9 月 ）、平成 23 年度、第 1 回（ 5 月 ）、
第 2 回（ 6 月 ）、第 3 回（ 7 月 ）の計 6 回の本学
科へのオープンキャンパス参加者のうち、研究の主
旨を口頭および書面で説明し、同意を得られたもの
とした。総数は 69 名で年齢は 17.07 ± 0.71 歳、内
訳は男性 40 名（ 57.97 % ）、女性 29 名（ 42.03 % ）、
学年は高校 1 年生 3 名（ 4.35 % ）、高校 2 年生 17 
名（ 24.64 % ）、高校 3 年生 49 名（ 71.01 % ）であっ
た（図 2 ）。ST 群は、本学科 1 期生は平成 22 年 9
月 27 日、2 期生は平成 23 年 6 月 6 日、いずれも第
1 学年次に、研究の主旨を口頭および書面で説明し、
同意を得られたものとした。総数は 93 名で年齢は 
18.43 ± 0.63 歳、内訳は男性 68 名（ 73.12 % ）、女
性 25 名（ 26.88 % ）であった（ 図 3 ）。
結果
1. スポーツ経験
　全対象者 162 件のうち無回答 2 件を除く 160 件
について、現在スポーツを部活動などで定期的に行っ
ているものは 151 件（ 94.36 % ）、現在は行っていな
いが過去には行っていたもの 7 件（ 4.38 % ）で、こ
れらを合わせると、158 件で全体の 98.74 % が現在
または過去に、部活動などの環境でスポーツ活動を
経験している。現在行っているスポーツ種目内訳を 
表 1 に示す。有効回答は OC 群 68 件、ST 群 93 
件の合計 161 件である。ST 群にバレーボールとバス
ケットボールを同時に行っているものが 1 名いるため、
ST 群の合計数が 93 件となった。種目としては野球 
39 件（ 23.93 % ）、サッカー 23 件（ 14.11 % ）、バ
図 2　オープンキャンパス来校者（ OC 群 ）内訳　n=69
図 3　本学科学生（ ST 群 ）内訳　n=93
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スケットボール 16 件（ 9.82 % ）が上位となっている。
2. スポーツによる外傷・障害体験と内訳
　現在または過去にスポーツ経験のある 158 件に
ついて、スポーツによって外傷・障害を起こしたこ
とがあるかどうかについて調べたところ、過去に外
傷・障害体験のあるものが 141 件（ 89.24 % ）、外
傷・障害体験のないものが 17 件（ 10.76 % ）となっ
た（ 図 4 ）。これまでにスポーツによって外傷・障
害体験のある 141 件のうち、なんらかの外傷・障
害があれば 1 とカウントし、延べ数で集計したと
ころ、全外傷・障害数は 407 症例であった。外傷・
障害の種別による内訳は、骨折 76 件（ 18.67 % ）、
脱臼 14 件（ 3.44 % ）、使いすぎ 138 件（ 33.91 % ）、
肉離れ 47 件（ 11.55 % ）、捻挫 98 件（ 24.08 % ）、
その他 34 件（ 8.35 % ）となった（ 図 5 ）。
表 1　現在行っているスポーツ種目　内訳
図 4　スポーツ外傷・障害体験の有無　n=158 図 5　スポーツ外傷・障害の種別による内訳　n=407
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3. 接骨院の受診割合
　現在または過去にスポーツによって外傷・障害体
験のある 141 件のうち、外傷・障害を起こしたとき
に受診した医療機関について調べたところ、医療機
関種別が明記されている有効回答は 118 件であっ
た。そのうち、一度でも接骨院を受診したことのある
ものは 86 件（ 72.88 % ）、一度も接骨院を受診した
ことのないものは 32 件（ 27.12 % ）であった。
　この結果を、先行研究（ 二神、2007 ）1, 5）で同
様の手法で調査した一般中学、高校生グループと
比較した。一般中学、高校生グループの対象は、
東京都内の中高一貫教育制私立学校 3 校の運動部、
合計 23 部に所属している生徒 490 件で、内訳は
中学男子 147 件、高校男子 168 件、中学女子 57 名、
高校女子 118 名である。このうち、現在または過
去のスポーツ活動による外傷・障害体験のあるも
ので、そのときに受診した医療機関の明確なもの
を抽出したところ、有効回答は 366 件であった。
この中で、今回と同様に一度でも接骨院を受診し
たことのあるものは 227 件（ 62.02 % ）、一度も
接骨院を受診したことのないものは 139 件（ 37.98 
% ）であった。
　今回の我々の調査対象である本学科オープンキャ
ンパス参加者および本学科学生を、柔道整復に関心
の高いグループ、すなわち『柔道整復グループ』、
先行研究の中学、高校生を『一般中高生グループ』
としてカイ二乗検定を用いて比較したところ、接骨
院への受診割合は柔道整復グループが有意に高かっ
た（ 図 6 ）
考察
　今回の調査研究は、柔道整復師の国家資格受験資
格取得を目的とする大学の専門課程、帝京科学大学 
医療科学部 東京柔道整復学科の学科説明会である
オープンキャンパスの参加者（ OC 群 ）、または本
学科 1 期生、2 期生 の第 1 学年次（ ST 群 ）であ
り、柔道整復師を将来の目標として強く考えていた
り、また実際に選択して入学した群なので、一般の
同年代に比べれば柔道整復に対する関心が高いとい
える。本学科の入学生は、現行ではほとんどが高校
新規卒業生なので、高校在学期間までに自己の人生
の目標として柔道整復師を意識したと考えられる。
　その職種選択の意識は、過去に自分がケガをし
て、治療目的で柔道整復の施術施設である接骨院に
行き、実際に施術を受けたり、そこで働く柔道整復
師の人生観に触れて、自分もそうなりたいと想像す
ることで生じたのであろうか。
　今回の結果から、柔道整復に関心の高い高校生、
大学 1 年生の全体の 94% は部活動など一定の規則
の下で定期的にスポーツ活動を行っているか、過去
に行っていた。またそのうち、89% がなんらかの
外傷・障害の体験がある。このことから、原体験と
して、スポーツによる外傷・障害の経験者であるこ
とが示唆される。
　もっとも興味深いのは、過去に一度でも接骨院を
受診したことがあるか、という接骨院受診率である
が、先行研究 1, 3）の一般中高校生のグループと比較
したところ、柔道整復グループでは統計学的に有意
に高いことがわかった。この一般中高校生グループ
は、中高一貫教育の私立校の生徒であり、部活動の
図 6　外傷・障害時の接骨院受診率　　＊χ2 = 6.41 , df2 1,P < .05
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種類はさまざまであるが、いずれの部も当時の主な
大会の常勝校であるという特徴がある。スポーツ施
設も整っており、練習頻度もほとんどの部で週に 6 
日～ 7 日と量も多く内容も高度である。それだけ
にケガの頻度も高くなることが予想されるが、専属
のトレーナーがいたり、そうでなくても経験豊富な
指導者が教員としており、競技の練習のみならず、
普段のコンディショニングとしてメンタル、栄養な
ど多岐にわたる指導がなされており、生徒のケガ予
防、または対処法の知識はたいへん高い。多くのケ
ガを経験した生徒が、学校近くの馴染みの接骨院に
通院し、平素のケガの治療を行っている。接骨院所
属の柔道整復師がトレーナーとして試合に参加する
などしている。そのような環境の群なので、普通に
生活をしている中学生、高校生よりは、ケガをした
ときの対処法が身に付いており、例えばケガをした
らすぐに専門施設を受診するなどの対応が徹底され
ているので、接骨院受診率は普通の中学生、高校生
よりも高くなっていることが考えられる。
　それらのグループと比較しても、今回の研究対象
である柔道整復師を目指そうとするグループは、接
骨院受診率が統計学的に有意に高いという結果か
ら、仮説の通り、過去に自分がケガをして接骨院を
受診したことが柔道整復師を目指すきっかけのひと
つになっている可能性がある。
　ただし、今回の調査群の接骨院受診率が高くなっ
た理由として、対象群である一般中高生グループの
データは数年前のものであり、その間、接骨院数が
増加しており受診機会が増えたり、また、調査群の
平均年齢が対象群より高いため、スポーツ歴が長い
ことが予想され、そのため受傷回数が増加し、結果
として接骨院受診率が高くなった可能性もある。そ
のため、今後の課題として、本学科学生およびオー
プンキャンパス来校者と、他学科学生およびオープ
ンキャンパス来校者に対して同時期に調査を行い、
接骨院受診率の有意差の有無について調べる必要が
あると考える。
まとめ
　柔道整復師を目指すもののプロフィールについて
アンケート調査を行った。その結果、89% がスポー
ツによる外傷・障害の体験者であり、外傷・障害時
に接骨院を受診した率が一般的な同年代と比較して
統計学的に有意に高かった。
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